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○帯広市駐車場条例施行規則 

平成８年11月15日 

規則第63号 

改正 昭和49年規則第56号 

平成11年３月31日規則第14号 

平成11年11月26日規則第51号 

平成12年３月28日規則第24号 

平成13年３月27日規則第19号 

平成13年10月３日規則第61号 

平成17年９月30日規則第61号 

平成19年10月１日規則第50号 

平成20年３月31日規則第13号 

平成23年９月30日規則第44号 

平成25年７月１日規則第37号 

平成28年９月30日規則第47号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、帯広市駐車場条例（平成８年条例第25号。以下「条例」という。）の

施行について必要な事項を定めるものとする。 

（駐車券） 

第２条 条例第１条に規定する自動車駐車場（以下「駐車場」という。）に自動車を駐車し

ようとする者（定期駐車券により自動車を駐車しようとする者を除く。）は、入場する際

に駐車券（様式第１号又は様式第２号）の交付を受けなければならない。 

２ 前項の規定により交付を受けた駐車券を紛失し、又は破損したときは、速やかに駐車券

紛失破損届（様式第３号）を市長に提出し、その指示を受けなければならない。 

（定期券） 

第３条 条例第８条第１項の規定により発行する定期駐車券（様式第４号。以下「定期券」

という。）を購入しようとする者は、駐車場定期券購入申請書（様式第５号）によりあら

かじめ市長に申請しなければならない。ただし、既に定期券を購入している者にあっては、

特別の場合を除き、当該定期券の提出をもって申請に代えることができる。 

２ 定期券の記載事項に変更を生じたとき、又は汚損若しくは破損により記載事項が不明に

なったときは、書替えを受けなければ使用することができない。 
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３ 定期券は、紛失しても再発行しない。 

（定期券等の発行場所） 

第４条 定期券並びに条例第８条第１項の規定により発行する回数駐車券（様式第６号。以

下「回数券」という。）及びカード式駐車券（様式第７号。以下「カード券」という。）

は、帯広市帯広駅北地下駐車場において発行する。ただし、市長が必要と認めたときは、

これを変更し、又は臨時に発行場所を設けることができる。 

（駐車料金の算定及び納付） 

第５条 駐車料金（以下「料金」という。）は、自動車を駐車のため入場した時刻から出場

した時刻までの駐車時間に応じこれを算定する。 

２ 駐車場に自動車を駐車した者は、当該自動車を出場する際に、駐車券を提出し、定期券

による者を除き前項の規定により算定した料金を納付しなければならない。 

３ 前項の料金は、現金、回数券、カード券又は条例第７条第２項に規定する利用券（以下

「共通利用券」という。）により納付しなければならない。 

４ 共通利用券を発行した者は、駐車場に自動車を駐車した者から提出のあった共通利用券

に表示された金額又は利用時間に相当する料金を、当該提出のあった日の属する月の翌月

25日までに納付しなければならない。 

５ 駐車券を紛失した場合の料金の算定は、市長が定めるところによる。 

（共通利用券の発行許可） 

第６条 条例第７条第３項の規定により共通利用券の発行の許可を受けようとする者は、市

長が定める申請書により申請しなければならない。 

（定期券による駐車） 

第７条 定期券により一定時間駐車できる駐車場は、帯広市帯広駅北地下駐車場とする。 

（回数券及びカード式駐車券による駐車） 

第８条 回数券及びカード券により駐車できる駐車場は、帯広市帯広駅南駐車場及び帯広市

帯広駅北地下駐車場とする。 

（料金の減免） 

第９条 条例第９条の規定により料金の減免を受けようとする者は、駐車場使用料金減免申

請書（様式第８号）により市長に申請しなければならない。 

（指定管理者に管理を行わせる場合の取扱い） 

第10条 条例第18条の規定により指定管理者に駐車場の管理を行わせる場合における第２

条及び第５条の規定の適用については、これらの規定中「市長」とあるのは「指定管理者」
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と、第２条第１項中「定期駐車券による自動車を駐車しようとする」とあるのは「指定管

理者が別に定める」と、「様式第１号又は様式第２号」とあるのは「指定管理者が定める

様式」と、同条第２項「様式第３号」とあるのは「指定管理者が定める様式」と、第５条

第１項中「駐車料金」とあるのは「利用料金」と、同条第２項中「定期券による」とある

のは「指定管理者が定める」と、同条第３項中「現金、回数券、カード券又は条例第７条

第２項に規定する利用券（以下「共通利用券」という。）」とあるのは「現金その他指定

管理者が定めるもの」とする。 

２ 前項に規定する場合においては、第３条、第４条、第５条（第４項に限る。）及び第６

条から第８条までの規定は、適用しない。 

（委任規定） 

第11条 この規則に定めるもののほか、駐車場の管理その他必要な事項については、市長が

別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成８年11月24日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際改正前の帯広市交通センター条例（昭和49年条例第38号）の規定に

より供用を開始している駐車場は、この規則の規定による告示をしたものとみなす。 

附 則（平成11年３月31日規則第14号） 

この規則は、平成11年４月１日から施行する。 

附 則（平成11年11月26日規則第51号） 

この規則は、平成11年12月６日から施行する。 

附 則（平成12年３月28日規則第24号） 

この規則は、平成12年４月１日から施行する。 

附 則（平成13年３月27日規則第19号） 

この規則は、平成13年４月10日から施行する。 

附 則（平成13年10月３日規則第61号） 

この規則は、平成13年11月１日から施行する。 

附 則（平成17年９月30日規則第61号） 

この規則は、平成17年10月１日から施行する。 

附 則（平成19年10月１日規則第50号） 
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この規則は、平成19年10月１日から施行する。 

附 則（平成20年３月31日規則第13号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に残存する用紙は、なお当分の間使用することができる。 

附 則（平成23年９月30日規則第44号） 

この規則は、平成24年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年７月１日規則第37号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成25年７月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に残存する券は、なお当分の間使用することができる。 

附 則（平成28年９月30日規則第47号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成29年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に残存する回数駐車券及びカード式駐車券は、なお当分の間使用

することができる。 
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様式第１号（第２条関係） 

様式第２号（第２条関係） 

様式第３号（第２条関係） 

様式第４号（第３条関係） 

様式第５号（第３条関係） 

様式第６号（第４条関係） 

様式第７号（第４条関係） 

様式第８号（第９条関係） 

 


